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　いよいよマイナンバー制度（社会保障・税番号制度）が
始まります。この制度は、国民一人ひとりに1つの番号を
付与し、国や市役所、健康保険組合など、複数の機関に存
在する情報を紐付けする制度です。今年の10月から国民
一人ひとりに番号が通知されることになっています。実際
にマイナンバー関連のサービスを利用できるようになる
のは2016年1月になります。その後も順次利用できる
サービスが拡大される予定です（資料1）。
　行政機関などでの手続きの際に、時間や手間がかかる
ことを経験した方も多いと思います。マイナンバー制度
により、これまで行政機関等が各々で管理していた情報
が連携されるようになり、手続きや業務の効率化・省力化
効果が期待されます（資料2）。また政府は、マイナンバー
を医療・介護分野で活用する方針を示しています。現在、
高齢化を背景に医療費の増加が確実視されています（資
料3）。医療機関間で健診情報を連携したり、研究者が医
療情報を分析に利用したりすることで、サービスの質や
効率性の向上に繋げることなどを目指しています。

　一方で課題もあります。第一に、そのコストです。マイ
ナンバー制度導入に当たっては、行政機関や企業がそれ
を利用するためのシステムを整える必要があります。第
二に制度の周知です。国民の制度への理解が進んでおら
ず、企業の対応が遅れているとの報道も聞かれます。第
三にセキュリティの問題です。氏名や住所、健診情報な
ど、重要な個人情報が一元的に扱われるようになるため、
その厳格な管理が必要になります。
　こうした課題をクリアし、マイナンバー制度が行政サー
ビスや社会保障制度の改善に役立つインフラとなること
が求められています。

マイナンバー制度とは？

マイナンバー制度が抱える課題

資料1 制度導入の主なスケジュール

（出所）内閣府の資料より抜粋

資料2 マイナンバー制度に期待される効果

（出所）内閣府資料より作成

資料3 医療費の推移と見通し

（出所）厚生労働省「医療費等の将来見通し及び財政影響試算」・「国民医療費」
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